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  美しい社殿で神様やご先祖様をお迎えしましょう  

   

 

 現在、秋祭りのシーズン真っ盛りです。またもうすぐ秋のお彼岸がやってまいります。

神社様やお寺様では、社殿のリニューアルはお済でしょうか。 

 

 上の写真は、2025年 1月 17日に、埼玉県神社庁で実施された躍進が誇る木部再生技術

『Air鉋』の施工実績（施工前、施工後）です。左写真が木板表札、中写真が玄関天上、右

写真が玄関引き扉です。もちろん汚れている方がビフォーで、きれいな方がアフターです。 

 

『Air 鉋』の最大の特徴は、水や洗剤を使わずに施工することです。そのためシミや洗

いムラがおきません。まさに美しい神社仏閣維持の決定版ともいえる技術です。 

 

『Air鉋』は、空気と植物性粉体を対象物に噴射し汚れや劣化層、古くなった既存の塗膜

を数ミクロン単位で削り取るなどを施し、美観の再生や木材の長寿命化を目的として開発

された乾式工法です（特許第 6206898 号）。植物性粉体の種類や圧力を変化させることで

「払う」「削る」「剥ぐ」「粗す」の 4役を 1台で行うことができます。 

 

美しい社殿で神様やご先祖様をお迎えしましょう。『Air鉋』の詳細は躍進のホームペー

ジをご覧ください（https://yakushin.jp/air_kanna/）。ご連絡をお待ちしております。 
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 一源愛誠と物事の「根」  

 

 

何事も、目に見えるところより、目に見えない「根」が大切です。 

 

大樹がどれほど枝葉を広げ、美しい花を咲かせ、豊かな実を結ぼうとも、それを支えて

いるのは地中深く張った根です。根が弱れば、やがて幹も枝葉も枯れてしまいます。 

 

人も、会社も、人生も同じではないでしょうか。 

 

次ページでご紹介している「躍進理念図」では、その最も深い根に**「一源愛誠」**を

置いています。私にとって一源愛誠とは、**「無償の愛と誠実な真心」**です。 

 

無償の愛とは、見返りを求めず、相手の存在を認め、その幸せを心から願うこと。思い

やり、慈しみ、寄り添い、時には自分より相手を思って行動する心です。 

 

そして誠実な真心とは、嘘偽りなく、本音・本心・本気で人と向き合うこと。それを言

葉だけでなく、日々の振る舞い、生き様、つまり自らの「背中」で示すことだと思ってい

ます。 

 

 愛なき誠は、時に人を傷つける。 

誠なき愛は、上辺だけになってしまう。 

 

だからこそ、愛と誠は二つで一つなのです。 

 

私たち住宅業界で言えば、家づくりの地盤や基礎・土台と同じです。どれほど立派な建

物をつくっても、根となる基礎が弱ければ長くは持ちません。 

 

人生もまた然り。順風満帆な時だけが人生ではありません。泥の中を這うような時もあ

る。しかし、蓮が泥の中にしっかり根を張り、美しい花を咲かせるように、人も根さえ失

わなければ、何度でも立ち上がれる。 
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だから私は、時折自分自身に問いかけます。 

「自分は今、何に根を下ろして生きているのか」 

損得なのか。我欲なのか。それとも、無償の愛と誠実な真心なのか。 

 

人間の根は目には見えません。しかし、その根は必ず、言葉に、表情に、行動に、そし

て背中に現れます。 

 

愛が心をつくり、誠が背中をつくる。 

背中が信頼をつくり、信頼が共創を生む。 

 

そして共創が、自他共幸福という実を結ぶ。 

一源愛誠を根に、志命・使命を幹に生きる。 

 

今日という一日も、無償の愛と誠実な真心をもって、一歩一歩、自分自身の根を深く張

っていきたい。 

 

 その日々の積み重ねこそが、人生という大樹を育てるのだと、私は信じています。 
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 外壁洗浄・補修は建物の健康診断・治療  

       

外壁を新築時の状態に！ 

建物の美観復活に、雨漏り調査・補修の合わせ技をもって、お家の外壁を新築時の状態

にいたします。外壁洗浄による美観の回復は時間もコストもかからず工期も軒高 9ｍまで

なら 1日で完了し、足場を組むこともないため費用も平米単価 850円からとなっています。 

 

 その工法は非常に建物に優しいものです。伸縮ポールを使っての作業（写真左参照）で

あり、外壁に負担・ダメージの少ない低圧施工となっております。使用薬剤も次亜塩素酸

ナトリウム、界面活性剤等で済みます。 

 

ブランコマン大活躍！ 

また躍進の真骨頂ともいえる雨漏り調査・補修作業（写真右参照）ではお隣との隙間が

狭く足場が立てられない場合、屋上からのロープによる、いわゆる「ブランコマン」の出

動で完璧な補修作業を実施いたします。 

 

外壁洗浄・補修は建物の健康診断・治療のようなものです。お見積もりは無料です。ご

注文、お問い合わせは躍進までお気軽にご連絡ください。 
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躍進流 自分磨き ③ 

 

                  

 

 連載第 3 回目のテーマは「他人の評価」です。躍進流の自分磨きにおいて、他人の評価

をいかに前向きに生かすかで、より鮮やかな自分磨きが達成できることが大きな特徴です。 

 

耳の痛い言葉が自分を成長させてくれる 

人は誰でも褒められれば嬉しいものです。反対に、批判や苦言を受ければ心がざわつき

ます。しかし、自分を本気で磨こうとするなら、耳に心地よい言葉だけを求めていてはい

けません。 

 

私は、褒め言葉よりも、むしろ耳の痛い言葉の中にこそ、自分を成長させる種が隠され

ていると思っています。 

 

苦言は、自分を映す鏡 

他人から厳しい評価を受けたとき、すぐに相手を責めるのではなく、まず自分自身を振

り返ってみることです。 

 

「自分の言動に足りないところはなかったか」 

「もっと相手を思いやることはできなかったか」 

「説明や努力が不足していなかったか」 

 

そう自らに問いかけてみるのです。相手の言葉がすべて正しいとは限りません。それで

も、一度受け止め、自分を映す「鏡」にしてみる。そこから気づきを得て、直すべきとこ

ろがあれば即座に改める。 

 

これが、私の考える「躍進流 自分磨き」です。良いことから学ぶのは当たり前。厳しい

こと、悔しいこと、納得できないことからも学ぶ。 
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森羅万象すべてが師だと思えば、人生に無駄な出来事は一つもありません。 

 

評価ではなく、背中で生きる 

一方で、他人の評価に振り回されてはいけません。懸命に仕事をしていても、誤解され

ることがあります。成果を上げれば、時には嫉妬や根拠のない噂、中傷を受けることもあ

るでしょう。 

 

そんなとき、一つひとつの言葉に右往左往していたら、自分の進むべき道を見失ってし

まいます。 

 

大切なのは、自分の使命と責務を黙々と果たすことです。 

 

 私は常々、「言葉より背中、指示より実践、評価より信頼」だと思っています。 

 

人の本当の値打ちは、自分で語るものではありません。日々何を考え、誰のために働き、

困難なときにどう振る舞ったのか。その積み重ねが「背中」となり、やがて周囲の信頼と

なって返ってくるのです。 

 

厳しい評価ほど成長の糧にする 

特に、経営者やリーダーは、自分に都合のよい言葉だけを聞くようになったら危険です。

立場が上がるほど、自分の欠点を率直に言ってくれる人は少なくなるからです。 

 

だからこそ、厳しい言葉をいただいたときには、「天がこの人の口を借りて、自分に教え

てくれているのかもしれない」と考えてみるのです。 

 

完璧な人間など一人もいません。私自身も、生涯修行、生涯学習です。過去を振り返り、

反省すべきことは反省する。そして、今日より明日、明日より一歩成長した自分をつくっ

ていく。まさに「彰往考来」です。 

 

批判に腹を立てるより、批判から一つ学ぶ。その一つの積み重ねが、やがて人徳となり、

覚悟となり、人間の器を広げてくれるのだと思います。 

 

すべての根は「一源愛誠」 

そして、躍進流の自分磨きの根には、私が大切にしている「一源愛誠」があります。 
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愛とは、相手の幸福を心から願うこと。誠とは、その思いを嘘偽りなく、自らの生き様

で示すことです。 

 

自分を良く見せるために磨くのではありません。家族、社員・仲間、仕入先、協力業者、

お客様、地域社会――自分を取り巻く人たちを少しでも幸せにするために、まず自分自身

を磨くのです。 

 

 だから私は、他人の評価を恐れません。褒められたら感謝する。叱られたら省みる。誤

解されたら背中で示す。間違っていたら素直に改める。そして、また一歩前へ進む。 

 

他人の評価は、自分の価値を決めるものではない。 

自分を磨くために与えられた「人生の鏡」である。 

 

その鏡から逃げず、しかし鏡に支配されず、今日も自分の志命・使命を生き抜く。その

日々の積み重ねこそが、人徳を磨き、覚悟を育て、やがて自他共幸福へとつながっていく。 

 

私はそう信じています。 

 

 除草を考える 住宅コラム  

 まずは下の 3枚の写真をご覧ください。 
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 これは手作りの除草剤の効果を表したものです。前ページ上の写真がビフォー、同下の

左側の写真が、1 回目の除草剤散布後（撮影は 2 日後）、右側の写真が 2 回目の除草剤散布

後（1 回目の除草剤散布後 2 日おき、撮影はさらに 2 日後）の写真です。 

 

 真夏のシーズンに除草でお困りの方はたくさんいらっしゃったと思います。しかしこれ

からも秋の雑草が生え続け、11月を迎えるまで除草作業に追われることと思います。 

 

 そんな皆様のために、今回はちょっとした豆知識をご紹介いたします。それは手作りの

除草剤です。 

 

 その手作りの除草剤の内訳は、水 2 リットル、食塩 1 キログラム、食酢 200cc、家庭用

食器洗剤 100ccというシンプルなものです。効果は一目瞭然です。散布後に残っている青

い草をむしっても、もう根に力が無いので高齢者でも簡単に草むしりができます。 

 

そして何よりも素晴らしいのが、市販の化学薬品の除草剤ではなく、すべて自然に対し

て問題のない成分で構成されているところです。 

 

特に地方では、地下水を飲料水として利用している地域がたくさんありますので、健康

被害が疑われている除草剤は問題があるので使うことができません。しかしこれなら安心

です。 

 

 しかしここで注意していただきたい点は、塩 1 キログラムは水 2 リットルでは飽和状態

を超えてしまい、溶けきれず沈殿してしまいますので、散布する際はよくかき混ぜながら

塩を含ませ撒いてください。余った塩は、軽く洗い流して散布した草に撒きましょう。 

 

 また、植木の傍に散布してしまうと悪影響が出てしまいますので、そこは避けてくださ

い。そして古い鉄パイプの上水菅が埋設してある部分に散布してしまいますと、塩分が腐

食を促進させてしまいますので、その個所も避けてください。 

 

 前述の通り、高齢者でも簡単に刈り取ることができ、新しい草が生えてくるまで、3週間

はかかります。もちろん大きなお屋敷であれば工務店様、ビルダー様の協力業者である造

園業者様の出番ですが、こうした一般のお施主様向けの豆知識のご提供も、皆様の役割と

認識しぜひ実行してください。 

 


